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　第
２
回
都
留
工
業
交
流
展（
同
実

行
委
員
会
・
都
留
市
商
工
会
主
催
）

が
11
月
５
日
、６
日
、７
日（
金
・
土
・

日
）の
３
日
間
「
ピ
ュ
ア
富
士（
都
留

市
中
央
）」
で
開
催
さ
れ
た
。「
都
留

も
の
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
構

築
を
提
案
す
る
都
留
市
商
工
会
の

呼
び
か
け
に
よ
り
、昨
年
よ
り
実
施

さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
市
内
の
精

密
機
器
製
造
加
工
や
織
物
の
製
造

業
者
な
ど
32
の
企
業
、団
体
が
出
展

し
た
。市
内
に
は
、多
く
の
中
小
製
造

業
者
が
い
る
が
高
い
技
術
や
優
れ
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
を
一
同

に
展
示
・
紹
介
す
る
こ
と
で
企
業
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
発
掘
な
ど
交

流
促
進
と
新
規
取
引
先
拡
大
等
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
き

っ
か
け
と
な
る
場
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。ま
た
展
示

会
場
を
広
く
一
般
市
民
に
開
放
す
る
こ
と
で
、市
民
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
人
材
確
保
の
期
待
も
大
き
い
。

　中
央
会
会
員
組
合
で
は
、２
組
合
が
出
展
。都
留
機
械
金
属
工

業
㈿（
木
村
理
事
長
・
当
交
流
展
実
行
委
員
長
）は
水
を
動
力
と
し

て
発
電
す
る
水
車
の
模
型
と
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド（
L
E
D
）を
組

み
込
ん
だ
街
路
灯
を
、谷
村
織
物
工
業
㈿（
高
部
理
事
長
）は
、傘

生
地
を
使
っ
た
バ
ッ
ク
・
帽
子
・
ポ
ー
チ
な
ど
開
発
中
の
新
商
品
の

展
示
を
行
い
、期
間
中
両
理
事
長
と
も
マ
ス
コ
ミ
、企
業
関
係
者

及
び
一
般
来
場

者
へ
の
説
明
を

す
る
な
ど
業
界

の
Ｐ
Ｒ
に
務
め

た
。　な

お
6
日
に

は
、共
同
受
注

グ
ル
ー
プ
「
ラ

ッ
シ
ュ
す
み

だ
」
の
津
幡
英

夫
名
誉
会
長
を

講
師
に
迎
え

「
も
の
づ
く
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
受
注
拡
大
」

を
テ
ー
マ
に
記

念
講
演
会
も
開

催
さ
れ
た
。

中
国
人
実
習
生
の

受
入
事
業
第
7
期
生
ス
タ
ー
ト

山梨県アパレル工業組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

食
品
関
連
企
業
の
視
察
を
実
施

山梨県食品工業団地協同組合 青年部T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・

第
2
回
都
留
工
業
交
流
展
に

　地
元
組
合
及
び
企
業
が
参
加

都留機械金属工業協同組合・谷村織物工業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・

抱負を語る7期生代表
袁秀　（ユァン シュウフェン）さん

谷村織物工業㈿の展示品 都留機械金属工業㈿の展示品

会場は賑わいを見せていた

工場見学開催

ニッカウヰスキー北海道工場外観

　山
梨
県
食
品
工
業
団
地
協
同
組
合
青
年
部（
鈴
木
浩
文
部
長
）

は
、11
月
７
日（
日
）〜
９
日（
火
）の
日
程
で
中
央
会
の
青
年
部
研

究
会
事
業
を
活
用
し
、「
も
の
づ
く
り
企
業
の
理
念
と
品
質
管
理

に
対
す
る
取
り
組
み
を
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
北
海
道
の
食
品
関
連

企
業
の
視
察
研
修
を
実
施
し
た
。

　今
回
は
、企
業
理
念
を
確
立
し
、

原
材
料
か
ら
商
品
ま
で
一
貫
し
た

工
程
管
理
を
行
い
、厳
し
い
品
質

管
理
の
も
と
で
製
品
を
造
っ
て
お

り
、ま
た
、工
場
見
学
会
等
を
通
し
、

そ
の
取
り
組
み
を
的
確
に
情
報
発

信
し
て
い
る
企
業
を
訪
れ
た
。研

修
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

　キ
リ
ン
ビ
ー
ル
㈱
千
歳
工
場
は
、

「
誰
よ
り
も
お
客
様
の
近
く
に
。そ

し
て
、も
っ
と
豊
か
な
ひ
と
と
き
を
。」
を
品
質
方
針
と
し
て
掲
げ
、

①
お
客
様
満
足
度
の
向
上
、②
安
全
・
安
心
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
す
る
た
め
に
、社
員
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、

品
質
の
信
頼
性
向
上
に
努
め
て
い
る
と
い
う
。ま
た
、苦
情
対
応
と

し
て
は
、顧
客
様
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、シ
ス
テ
ム
的
に
対
応
し
、

全
工
場
で
そ
の
情
報
を
共
有
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

  

石
屋
製
菓
㈱
白
い
恋
人
パ
ー
ク
は
、品
質
管
理
は
I
S
O
の
認

証
取
得
を
し
て
お
り
、そ
の
基
準
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
。不
祥

事
へ
の
対
応
と
し
て
は
、小
袋
に
賞
味
期
限
が
印
字
さ
れ
て
い
な

い
た
め
に
、人
為
的
に
古
い
も
の
が
混
入
さ
れ
た
事
件
の
際
は
、新

聞
広
告
、回
収
費
用
で
、数
億
円
の
費
用
を
か
け
て
対
応
し
た
。現

在
は
、小
袋
の
賞
味
期
限
印
字
機
、箱
詰
め
、包
装
、検
品
ま
で
の
一

貫
ラ
イ
ン
を
整
備
し
、従
業
員
教
育
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
再

発
の
防
止
に
努
め
て
い
る
。

　ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
㈱
余
市
蒸
留

所
は
、素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
の
中

で
、伝
統
を
守
り
な
が
ら
、製
品
作
り

へ
の
こ
だ
わ
り
を
持
ち
続
け
る
姿
が

物
語
と
な
っ
て
お
り
、ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。

 
 

研
修
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
は
、

「
継
続
は
力
な
り
」
で
あ
り
、日
々

少
し
づ
つ
改
善
な
ど
を
行
う
こ
と
が

永
続
的
な
企
業
経
営
に
つ
な
が
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　山
梨
県
ア
パ
レ
ル
工
業
組
合

（
吉
田
高
士
理
事
長
）は
、平
成

16
年
か
ら
実
施
し
て
い
る『
外
国

人
実
習
生
共
同
受
入
事
業
』の

第
７
期
生
の
受
け
入
れ
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。第
７
期
生
と
な
る

今
回
も
、こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、

中
国
江
蘇
省
南
通
市
か
ら
の
研

修
生
15
名
が
来
日
、組
合
企
業

６
社
が
受
け
入
れ
企
業
と
な
り

研
修
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

　今
回
、11
月
４
日
に
甲
府
商

工
会
議
所
研
修
室
で
行
わ
れ
た
開
講
式
で
は
、研
修
生
15
名
の
自

己
紹
介
が
行
わ
れ
、こ
れ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
日
本
で
の
研
修
生

活
に
対
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
研
修
生
15
名
は
し
っ
か
り
と
し
た
日
本

語
で
自
己
紹
介
を
行
い
、「
一
日
も
早
く
日
本
の
縫
製
技
術
を
学

び
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　開
講
式
後
に
は
、㈶
国
際
研
修
協
力
機
構
の
担
当
者
か
ら
受
け

入
れ
企
業
に
対
し
て
の
注
意
事
項
や
実
習
生
を
巡
る
諸
問
題
、ま

た
昨
年
改
正
さ
れ
た
新
た
な
実
習
生
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
会
も

行
わ
れ
、１
ヶ
月
に
渡
っ
て
行
わ
れ
る
座
学
研
修
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。

　実
習
生
は
日
常
生
活
や
技
術
研
修
に
必
要
な
日
本
語
会
話
の

習
得
を
中
心
に
、日
本
の
生
活
慣
習
、健
康
管
理
、日
本
の
法
律
や

安
全
な
ど
を
集
合
研
修
で
学
ん
だ
後
、組
合
員
企
業
で
縫
製
技
術

の
習
得
を
行
い
、３
年
間
の
実
習
生
と
し
て
就
労
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

　11
月
11
日
に
は
依
田
中
央
会
常
務
理
事
が
講
師
と
な
り
講
習

を
行
っ
た
。山
梨
の
産
業
と
中
国
と
日
本
の
そ
れ
ぞ
れ
文
化
の
違

い
に
つ
い
て
実
習
生
と
質
疑
応
答
・
対
話
な
ど
を
交
え
て
、終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
と
な
っ
て
い
た
。

　な
お
、今
回
７
期
生
を
迎
え
る
前
の
10
月
29
日
に
は
、平
成
19

年
11
月
か
ら
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
た
第
４
期
生
の
修
了
式
が
行

わ
れ
た
。吉
田
理
事
長
よ

り
修
了
生
14
名
に
修
了

書
が
手
渡
さ
れ
、「
日
本

で
学
ん
だ
縫
製
技
術
や

た
く
さ
ん
の
楽
し
い
思

い
出
と
と
も
に
、中
国
へ

帰
っ
て
も
頑
張
っ
て
下

さ
い
」
と
激
励
の
言
葉

が
か
け
ら
れ
た
。

集合研修風景




